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はじめに

　行事が終わったときや卒業式・修了式の後など、「教師になっ

てよかった」としみじみ感じることも多いのではないでしょう

か。教師という仕事は、やりがいと喜びに満ちた仕事です。

　しかし、あまりにも仕事量が多く忙しかったり、保護者への対

応で消耗したり、子どもへの指導がうまくいかず苦悩したりと、

非常に大変な仕事でもあります。時には、その大変さに飲み込ま

れてしまうことも起きます。

　精神的な不調に陥ったときは、周りの人に相談したり、病院を

受診したりすることが大前提です。普段、子どもたちに「大変な

ときは、身近にいる信頼できる大人にＳＯＳを出しましょう」と、

適切な援助希求行動ができるよう指導していることと思いますの

で、それを自分にも当てはめることになります。

　その上で、この本をご活用ください。ここで紹介する「お守り

言葉」の中には、納得したり共感したりでき、気持ちが落ち着き、

元気が湧いてくるような、ご自身に合った言葉がきっとあると思

います。

＊

　この本は、学校現場で奮闘する先生たちが、自分自身を“お守

り”のように支えてくれている本音の言葉を紹介するものです。
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　特にしんどい思いをしがちな、次の３つの場面についてエピソ

ードを交えながらまとめていただきました。

①あまりにも仕事量が多く忙しいとき

②保護者への対応で消耗したとき

③子どもへの指導がうまくいかず苦悩したとき

　それぞれが、第１章、第２章、第３章となっています。

　まず、多忙さについて、本書で執筆者の先生たちが述べている

状況を拾ってみます。
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　読者の皆さんも、同様の思いをしていたり、したことがあるの

ではないでしょうか。そして、このような忙しい状況の中、時間

的にも精神的にも負担になるのが保護者への対応です。もちろ

ん、保護者とともに子どもの成長を喜び合うすばらしい瞬間を味

わえるのも教師の仕事ですが、ここでは本書で述べられているし

んどい思いを拾ってみます。
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　そして、子どもへの指導で悩むこともあります。
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＊

　このような大変な日々を、どのような言葉で自分自身を支え、

元気に仕事を続けていったらよいのでしょうか。気になる章の、

どのページからでもめくってみてください。見開き２ページにま

とまっていますので、すきま時間に気軽に読めます。紹介された

「お守り言葉」の中には、読者の皆さんにとっても「お守り言葉」

になるものがあるかもしれません。

　なお、似ている「お守り言葉」も出てきますが、重複をいとわ

ず編集しました。そのような言葉は「力のある言葉」なのだと思

うのです。

　読者の皆さんが「明日も元気に学校に行く」ために、本書がお

役に立てるよう願っています。
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